
「民族共生象徴空間」開設準備支援プロジェクトチーム

概 要

【設置趣旨】

「民族共生象徴空間」の来場者目標１００万人の実現に向けて、魅力ある事業 展開やマネジメントの向上を図るため、国や関係
団体、「民族共生象徴空間交流促進官民応援ネットワーク」に参画する各種ノウハウを有する民間企業等の協力を 得ながら、民
族共生象徴空間の開設準備を支援する官民一体となったプロジェク トチームを設置し、検討結果を国の「運営主体」などに反映さ
せる。

【設置時期及び期間】 【体 制】
（１）設置時期 平成２９年７月２５日（火） 道、国、関係団体、
（２）設置期間 平成２９年７月２５日～平成３１年３月３１日 民間企業（北海道新聞社、北洋銀行など）

【設置場所】
道庁別館４階

検討事項

（１）運営体制
（持続可能な施設運営の在り方など）

（２）機運の醸成
（象徴空間の道内外、国外へのＰＲなど）

（３）誘客戦略
（体験交流メニューの検討や観光施設等
との連携など）

（４）地域連携
（道内のアイヌ文化活動が盛んな地域と
の連携など）

国（内閣官房アイヌ総合政策室、
国土交通省、文化庁）、白老町

アイヌ文化活動が盛んな地域

運営主体
（アイヌ文化財団、
アイヌ民博）
※H29.6指定
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